
第２回薬剤耐性(AMR)対策普及啓発活動表彰 
SHIONOGI ID Symposium（2017年12月9日）実施 

塩野義製薬株式会社 

【シンポジウムの主な内容】 
１．“Mother to Mother Shionogi 

Project”から学んだ感染制御の重要性 
 
２．国外各地域の現状 
• カンボジア：AMRの現状と対策 
• マレーシア：行政によるAMR対策の取り組み 
• タイ：AMRアクションプログラムの進捗 
• 台湾：国家サーベイランスと台湾大学におけ
るバンドルケアによる感染制御の事例 

 
３．共生・環境由来菌である腸球菌, アシ
ネトバクターが感染症原因菌となるメ
カニズム 

 
４．日本における国家サーベイランスの

構築と今後の発展 
 
５．日本における感染制御の歩み 
 
６．日本におけるAMR対策アクションプ

ログラムの活動状況 
 
【共通の課題】 
• 高頻度分離かつ致死的なAMRとしてのESBL
産生菌とアシネトバクター 

• 動物における抗菌薬使用実態とAMRの把握 
• 各国内の地域および施設間の格差（設備、ス
タッフ、教育、原因菌の把握状況など） 

【活動概要】 
SHIONOGI ID Symposiumは、アフリカケニアでの母子保健支援活動
（Mother to Mother Shionogi Project)を通じて得た感染制御の重要性をヒン
トに、日本を含めたアジア地域における感染症（薬剤耐性菌）の現状と、感染
制御面での課題と対策について、各地域オピニオンリーダー間での忌憚のない
意見交換を通じて関係性と相互理解を深め、各地域の実態に合ったAMR対策
（支援）に役立ててもらうことを目的に開催した。総括として、抗菌薬の適正
使用のみならず、感染制御対策、サーベイランスの重要性等を確認した。 
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